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	317, 025(5. 5%) 
L367, 607(6. 4%) 
-396, 230(6. 9%) 

      

町 債 
1,073, 400 
(18. 7%) 

歳 入 

 

依存財源 
77. 2% 

 

5,731,792 
単位：千円 

 

  

自主財源 
22.8% 

    

     

地方交付税 
2, 475, 264 
(43. 2%) 
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◆ 財 政 用 

地方交付税 	地方自治体の税収に、地域

の特性による格差をなくす

ため、国からある一定の基

準により交付される税 

町 債 	多額の費用を必要とする事

業を行なうため国、県から 

の借入金 

県支出金 町が支出する特定の経費に

対して県が交付する支出金 

国庫支出金 町が支出する特定の経費に

対して国が交付する支出金 

語 解 説 

教 育 費 	学校教育、社会教育の経費 

農林水産業費 	農林業の振興、農道、林道

の経費 

民 生 費 	高齢者や児童、障害者の福

祉にかかる経費 

土 木 費 	道路整備や住宅建設、除雪

などの経費 

総 務 費 	一般事務や選挙、財産管理

などの経費 

衛 生 費 	ゴミ処理や健康診断、ガン

検診などの経費 

公 債 費 	地方債借入の償還金 

消 防 費 	消防事務や災害防止活動の

経費 



町民ー人当りに 
使われたお金 

総 	 額 
446,971円 

議 	会 	費 
7,864 円 

総 	務 	費 
49,689円 
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 諸 	支 	出 	金 

14,363 円 

特 別 会 計 

国民健康保険 
歳 	入 1,22 1,030,140 P 

歳 	出 1,1 16,742,329F 

老 人 保 健 
歳 	入 933,021,066 P 

歳 	出 942,380,649 R 

農業集落排水事業 
歳 	入 281,000 円 

歳 	出 280,592 円 

水 道 事 業 

収益的収入 193,664,506 R 

収益的支出 180,981,454 P 

資本的収入 751,340,162 R 

資本的支出 801,482,664 R 

※ 資本的支出総額の不足分は過年度分損益勘定留保資金

で補てん 

③ 広報かなぎ m目 liii 

―人当りの金額

は、平成 7 年 3 月 

31日現在の町の人

口12, 608人で割っ

たものです。 

町民ー人当りの税負担 

町 民 税 21,994円 

固定資産税 25,443円 

軽自動車税 1,175円 

町たばこ税 4,332 円 

計 52,944円 

町 税 内 訳 
~~~~

~ 収入済額 収入未済額 

町 民 税 277,298千円 110,763千円 

固定資産税 320,786千円 53,848千円 

軽自動車税 14,815千円 113千円 

町たばこ税 54,616千円 0千円 

計 667,515千円 64,724千円 



〈その他〉 
芦野公園整備工事費 
	

21,872 
ボート管理事務所新築工事費 5,583 
桜まつり助成金 
	

4,984 
夏まつり助成金 
	

2,960 
商工会助成金 
	

4,000 
ふるさとづくり事業費 
	

109,939 
子供ランド整備事業費 
	

13,472 
災害復旧費 
	

109,428 
長期債償還元金 
	

300, ]50 
長期債償還利子 
	

214,189 

〈総務費・消防費〉 
広報かなぎ印刷費 2,037 
行政情報電算処理委託料 8,892 
雲雀野団地集会所新築工事 7,056 
交通安全対策費 8,674 
納税貯蓄組合報奨金 14,550 
青森県知事選挙費 3,639 
津軽北部広域事務組合（消防）負担金 

272,486 
喜良市コミュニティ消防センター 
新築工事 	 54,180 

蒔田コミュニティ消防センター 
新築工事 	 32,085 

〈民生費・衛生費〉 
町社会福祉協議会補助金 	12,289 
重度心身障害者医療費助成 15,564 
津軽北部広域事務組合（老人福祉） 

負担金 
老人施設援護措置費 154 ,867 
第1保育所費 62 ,429 
第2保育所費 53 ,243 
第3保育所費 58 ,648 
第 4保育所費 46 ,748 
川倉児童館費 19 ,572 
児童手当 16 ,190 
国民健康保険特別会計繰出金 103,531 
ガン検診等委託料 14 ,807 
老人保健特別会計繰出金 53 ,834 
西北五環境事務組合負担金 64 ,729 
塵芥処理費 62 ,019 
公立金木病院組合負担金 214 ,122 
水道事業特別会計繰出金 20 ,365 

〈農林水産業費〉 
野菜周年産地育成事業補助金 25,773 
水田営農活性化対策事業費 13,136 
畜産業費 
野菜育苗施設建設事業費 157,733 
ふるさと農道緊急整備事業費 30,006 
水稲育苗施設建設事業費 214,159 

,IIm'lii 川川I 広報かなぎ ④ 

主な歳出の内訳（ク 
（単位千円）瞬 

Jプ三 	 (t 

〈土木費〉 
除雪対策費 	 56,866 
地方道改修事業費 
道路新設改良費 	 132,904 
ふるさとづくり町道整備事業費 

187,330 
住宅建設費 	 85,803 

〈教育費〉 
金木小学校管理費 51 ,396 
川倉小学校管理費 25 ,777 
嘉瀬小学校管理費 35 ,857 
喜良市小学校管理費 27 ,748 
金木中学校管理費 37 ,911 
金木南中学校管理費 28 ,159 
公民館費 51 ,451 
運動公園整備費 424 ,308 

性質別経費内訳 

区 	分 

平成 6 年度 平成 5年度 

増 	減 

（千円） 

決算額 

（千円） 

構成比 

(%) 

決算額 

（千円） 

人 	件 	費 1,254, 162 22.3 1,262,314 L 	8,152 

物 	件 	費 358,398 6. 4 327,894 30,504 

維 持 修 繕 費 99, 748 1.8 109, 312 L 	9,564 
扶 助 的 経 費 278, 085 4.9 270, 671 7,414 

補 助 的 経 費 772, 825 13.7 757, 263 15,562 

内

訳
 

一部事務組合負担金 359, 199 6.4 346,215 12,984 

そ 	の 	他 413, 626 7.3 411,048 2,578 

公
 
債
 
費
 

515, 544 9.2 503, 628 11,916 

内

訳 

元
利
償
還
金
 

514,619 9.2 503, 485 11,134 

―時借入金利子 925 0.0 143 782 

積 	立 	金 181, 706 3.2 320, 721 △139, 015 

投資、出資、貸付金 19,570 0.3 19,570 0 

繰 	出 	金 159,303 2.8 137,275 22,028 

投 資 的 経 費 1, 996, 074 35. 4 1, 257,289 738, 785 

内 
訳  

(
1
）
普
通
建
設
事
業
費
 

1, 886, 647 33. 5 1,084,135 802,512 

内 
訳 

補
助
事
業
費
 

541,273 9.6 432,440 108,833 

単独事業費 1,318,082 23. 4 496, 982 821, 100 

県営事業費 27,292 0.5 154,713 △127, 421 

(2）災害復旧事業費 109,427 1.9 173, 154 △ 63,727 

歳 出 合 計 5,635,415 100.0 4,965,937 669,478 
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当
日
の
受
賞
者
は
次の
と
お
り
。
 

『長
寿
の
よ
ろ
こ
び
み
ん
な
の
 
▼
敬
老
の
日
記
念
百
歳
 

幸
せ
』
 
『社
会
に
活
か
そ
う
知
恵
 

黒
川
 
ふ
に
 

（
後
 
町）
 

と
経
験
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
平
 

【青
森
県
長
寿
福
祉
祭
】
 

成
七
年
度
敬
老
大
会
並
び
に
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会
 
▼
柳
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長
寿
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祉
大
会
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中
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で
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黒
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ふ
に
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後
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、
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五
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し
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。
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冶
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今
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（
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（
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（
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町
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上
古
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（
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（
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（
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町
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町
）
 

（
湯の
川
）
 

（
野
 
崎）
 

（
栄
 
町）
 

（
上古
町
）
 

（神
明
町
）
 

.
，
 
ー
 
「
 
，I
 

姉
熱
押
 
【
区
慶
継
斑
大
臣析
材
」
 

H
敬
老
大
会
・
社会
福
祉
大
会
轟
 



妻

eよ
イ
ョ
 

ツ 
Jレ 

シ
ョ

タ
カ
 

（前
ペ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
き
）
 

沢
田
 
し
な
 

（美
晴
町
）
 

田
中
 
み
せ
 

（
北新
町
）
 

米
谷
 
キ
ワ
 

（
林
 
町）
 

津
田
 
い
ま
 
（
下
鍛
冶
町

）
 

徳
田
 
イ
サ
 

（
蒔
 
田）
 

津
島
辰
五
郎
 

（川
端
町
）
 

伊
藤
 
フ
テ
（
喜
良
市
上
派
立
）
 

小
野
 
タ
ミ
 

（
湯の
川
）
 

米
谷
 
し
象
 

（
北
本
町）
 

吉
崎
 
ミ
ェ
 

（
新
誠
町）
 

算
用
子
イ
サ
 

（見
崎
町
）
 

封
馬
 
シ
ラ
 

（上
新
町
）
 

原
田
助
次
郎
 
（
下

中
柏
木
）
 

田
中
 
ッ
ョ
 

（
蒔
 
田）
 

▼
8
5歳に
達
す
る
長
寿
者
 

成
田
仁
三
郎
 
（
下

中
柏
木
）
 

津
島
 
サ
ミ
 

（川
端
町
）
 

秋
元
 
ッ
ギ
 

（小
川
町
）
 

泉
谷
 
ッ
ル
 

（下
宇
田
野
）
 

金
嶋
 
ナ
ョ
 

（
下宇
田
野
）
 

横
山
金
四
郎
 

（
野
 
崎）
 

工
藤
 
た
や
 
（
更

生
部
落
）
 

楼
井
 
タ
ミ
 
（
西
岩

見
町
）
 

白
川
 
マ
ル
 

（蒔
 
田
）
 

津
島
 
憲
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（
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（
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長
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西
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キ
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（
下
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立）
 
 伊
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次
郎
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村
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三
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五
郎
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今
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五
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郎

古
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小
栗
崎
）
 

（
栄
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（
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（
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（
神
 原
）
 

（
車
 
町）
 

（上
山
道
町
）
 

（
新
誠
町）
 

（
下昭
和
町
）
 

（
新
誠町
）
 

（
下
柏
木）
 

（
新堤
町
）
 

（
下
宇田
野
）
 

（
東
 
町）
 

（藤
 
枝
）
 

（
上
昭和
町
）
 

（
下
 
町）
 

（
下
 
町）
 

（
旭
ケ丘
団
地
）
 

（川
端
町
）
 

（見
崎
町
）
 

（
下
宇
田野
）
 

（
沢
 
部）
 

（
三軒
町
）
 

（
芦
野
団
地）
 

（
嘉
瀬上
派
立
）
 

（
本
 
町）
 

（
喜
良市
上
派
立
）
 

（川
端
町
）
 

（
下
柏
木）
 

杉
山
金
之
照
 

（
上
中柏
木
）
 

▼
8
0歳に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦
 

（
白川

極
蟻
  

（
下昭
和
町
）
 

（

古
川

“
「
衛
門
 
 

（
下
 
町）
 

（
米
谷
甚m
郎

（
喜
良市
上
派
立
）
 

（
 
キ
ソ
 
ー
：
 

,,
 ．
ー
・
一、
 

藩
携
衛
門
  

（下
新
町
）
 

（
古川
縄
助
 

（
下柏
木
）
 

敬
老
大
会
終
了
後
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
、
 

心
か
ら
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

子
供

達
の
 

作
文
朗
読
 

「わ
た
し

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

川
倉
小
学
校
一
年
生
 

工
藤
 
朋
美
 

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
 
 い

つ
も
は
た
ら
き
に
い
っ
て
い
ま

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
お
く

で
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。
お
せ
ん

た
く
の
お
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
く
い
な
り

ょ
う
り
は
、
お
も
ち
と
つ
け
も
の

で
す
。
わ
た
し
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
い
つ
し
ょ
に
お
も
ち
を
つ
く

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

は
じ
め
に
、
き
か
い
で
お
も
ち

を
つ
く
っ
て
、
よ
も
ぎ
を
い
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
が
あ
ん
こ
を
い
れ

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ま
る
め
ま

し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
や
さ

し
く
お
し
え
て
く
れ
た
の
で
、
お

い
し
く
で
き
ま
し
た
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
あ

そ
ん
で
く
れ
ま
す
。
お
て
だ
ま
で

あ
そ
ん
で
く
れ
ま
す
。
お
て
だ
ま

も
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
む
か

し
の
き
れ
で
あ
か
い
の
や
き
い
ろ

い
の
で
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

お
て
だ
ま
で
あ
そ
ぶ
の
は
、
お
も

し
ろ
い
で
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
が

ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
、
わ
た
し
も

ま
ね
を
し
た
い
で
す
。
 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
 

い
た
ら
な
あ
」
 

喜
良
市
小
学
校
二
年
生
 

黒
川
 
真
衣
 

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
な
ご
や
に
で
か

せ
ぎ
に
行
っ
て
い
る
。
一
年
に
一
一

回
く
ら
い
か
え
っ
て
く
る
年
も
あ

る
け
ど
、
今
年
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
し
か
来
て
く
れ
な
く
て
、
 

ざ
ん
ね
ん
だ
っ
た
。
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
え

っ
て
来
た
時
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
 

「お
も
ち
ゃ
だ
っ
た
ら

ー
つ
か
っ

て
あ
げ
る
。
お
金
だ
っ
た
ら
三
千

円
あ
げ
る
。
」
 

と
言
っ
た
の
で
、
お
も
ち
ゃ
じ
ゃ

な
く
て
、
パ
ズ
ル
を
か
っ
て
も
ら

っ
た
。
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
わ
た
し
と
お
か
あ
さ
ん
と
お

と
う
と
の
裕
介
の
五
人
で
お
ま
つ

り
に
行
っ
た
。
お
み
せ
を
ま
わ
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
さ
く
ら
を
見
て
花

び
ら
を
、
ひ
ろ
っ
た
り
し
た
。
花

が
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
が
お
わ

る
す
こ
し
ま
え
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
た
ち
が
か
え
っ
た
。
お
じ
い
ち
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ゃ
ん
た
ち
が
も
っ
と
い
た
ら
、
も

つ
と
あ
そ
べ
て
、
も
っ
と
た
の
し

く
て
、
も
っ
と
に
ぎ
や
か
だ
っ
た

の
に
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
ま
た

く
れ
ば
い
い
な
。
 

「
ぼく
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
 

喜
良
市
小
学
校
三
年
生
 

斉
藤
 
雅
人
 

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
つ

け
も
の
を
つ
け
る
の
が
上
手
で
す
。
 

な
す
や
き
ゆ
う
り
や
キ
ャ
ベ
ツ
の

つ
け
も
の
を
作
り
ま
す
。
 

と
ま
や
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
つ

け
も
の
べ
や
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
つ
け
も
の
だ
る
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
間
、
と
ま
や
に
自
転
車
を

お
き
に
い
っ
た
ら
、
ガ
サ
ガ
サ
音

が
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
へ
ん
だ

な
ー
と
思
っ
て
見
に
い
き
ま
し
た
。
 

そ
し
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ

け
も
の
べ
や
で
つ
け
も
の
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。
た
る
を
の
ぞ
い
た

ら
キ
ャ
ベ
ッ
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
 
 し

た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ふ
た
を

し
め
て
か
ら
、
 

「よ
つ
こ
い
し
ょ
。」
 

と
、
か
け
声
を
つ
け
て
つ
け
も
の

石
を
の
せ
ま
し
た
。
 

「
い
つ
で
き
る
の
。」
 

と
聞
い
た
ら
、
 

「
一
週
間
た
っ
て
か
ら
だ
よ
。」
 

と
言
い
ま
し
た
。
ぽ
く
は
、
早
く

食
べ
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
 

ぽ
く
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
つ
け
も

の
が
す
き
で
す
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん

は
き
ゆ
う
り
の
つ
け
も
の
が
す
き

で
す
。
お
か
あ
さ
ん
は
全
部
す
き

で
す
。
お
と
う
さ
ん
も
全
部
す
き

で
す
。
お
さ
ら
に
山
も
り
も
っ
て

か
っ
ぱ
か
っ
ぱ
お
い
し
そ
う
に
食

べ
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
 

「よ
く
た
べ
る
な
あ
。」
 

と
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
言
い
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
こ
に
こ
え

が
お
を
見
る
と
、
ぼ
く
は
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
 

み
ん
な
、
つ
け
も
の
が
す
き
で

よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
 

→
ネ
辛
ム
辛
へ→
穴
→
八・乎
八・
音
パ→
一
 
大→
大
→
太
 

「
わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
 

金
木
小
学
校
四
年
生
 

田
村
 
律
子
 

私
に
は
、
八
十
三
才
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
、
い
つ
し
ょ
に
く
ら
し
た
の

は
私
が
二
才
姉
が
三
才
の
時
で
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
な
く
な
っ
て
、
 

一
人
だ
と
さ
び
し
い
か
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
家
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
は
、
お
店
な

の
で
私
は
、
お
か
し
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
、
よ
く
食
べ
て
い
ま

す
。
 そ
ん
な
私
を
ニ
コ
ニ
コ
見
て

い
ま
す
。
店
の
前
が
す
ぐ
道
路
な

の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
、
 

「車
に
気
を
つ
け
な
さ
い
。」
 

と
言
っ
て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
、
い
つ
も
家
に
い
て
 

「お
か
え
り
な
さ
い
。」
 

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
が
か
ぜ

を
ひ
い
た
り
す
る
と
、
い
つ
も
心

配
し
て
く
れ
ま
す
。
か
ぜ
が
な
お

れ
ば
、
 

「元
気
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
ネ
。」
 

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
す
ご

く
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
あ
と
、
 

毎
年
つ
う
し
ん
ぽ
を
見
せ
る
と
、
 
 「よ

く
が
ん
ば
っ
た
ネ
。」
 

と
言
っ
て
お
金
を
く
れ
ま
す
。
習

字
の
練
習
を
し
て
い
る
と
、
書
き

方
、
止
ま
る
と
こ
ろ
、
は
ら
う
と

こ
ろ
を
、
時
々
お
し
え
て
く
れ
ま

す
。
最
後
に
は
、
ほ
め
て
く
れ
ま

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
昔
、
学

校
の
先
生
を
し
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
い
ろ
ん

な
お
客
さ
ま
が
来
ま
す
。
 

父
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
教
頭
先
生
を
し

て
い
る
時
、
せ
い
と
だ
っ
た
父
が

悪
い
こ
と
を
し
て
、
お
こ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
先
生
を
し
て
い
る
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
っ
て
も
こ
わ

か
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
今
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
っ
て
も
や

さ
し
い
で
す
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
好
き
き
ら

い
な
く
、
な
ん
で
も
食
べ
ま
す
。
 

公
園
で
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
か
、
 

フ
ラ
ン
ク
と
か
、
買
っ
て
く
る
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
 

「こ
れ
は
お
い
し
い
。」
 

と
言
っ
て
食
べ
ま
す
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
、
 

「
な
んで
も
食
べ
な
い
と
、
け
ん

こ
う
に
、
な
れ
な
い
ん
だ
よ
。
だ

か
ら
律
子
も
好
き
き
ら
い
な
く
、
 

食
べ
ね
ば
な
。」
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
え
ら
い
と

思
い
ま
す
。
私
も
な
ん
で
も
食
べ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
 

で
も
さ
い
き
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
少
し
ず
つ
も
の
わ
す
れ
を

し
て
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
姉
と

私
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
あ

げ
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
そ

れ
を
見
て
、
 

「ん
。
今
日
は
月
曜
日
か
。」
 

と
言
い
ま
す
。
 

朝
に
時
々
、
姉
と
三
人
で
、
さ

ん
ぽ
を
し
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
少
し
足
が
悪
い
の
で
、
ゆ
っ

く
り
と
、
十
分
く
ら
い
家
の
ま
わ

り
を
歩
い
て
い
ま
す
。
家
の
中
に

ば
っ
か
り
い
る
の
で
、
ま
え
み
た

い
に
は
い
く
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
天
気
の
よ

い
日
に
公
園
に
で
も
い
つ
し
ょ
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
、
い
つ
ま

で
も
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
 元
気
で
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

→
究
→
・
ハ
→
ネ
→
文
→
大

→
大

→
大

→
大

→
太

→
大
→
太
 

「
若
々
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

嘉
瀬
小
学
校
五
年
生
 

中
村
 
友
哉
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